
（様式４）

令和4年度「静岡県オリパラレガシー教育推進事業」

事業実施報告書

学校名 富士市立伝法小学校

担当者名 岡田 結一

１ 選択コース B

２ 実施日 令和４年 7月6日（水）

３ 実施対象者

（学年･人数 等）

小学５年生（109人）
小学６年生（102人）

４ 取組内容 ・平泳ぎの泳法

・陸上でのトレーニング法

・競技生活中のモチベーション維持

・目標をもつことの大切さ

５ 取組成果

課題

反省等

・オリンピックのメダルを見せていただき、子どもたちの目が輝

いていました。

・夢を具体的に描けていない子への前向きな言葉をいただき、ど

の子にとっても価値のあるご講演でした。

・映像資料を用意していただき、子どもたちの関心も高まってい

る様子でした。

・ご講演中の岩崎様の子どもたちへの関わり方がとてもあたた

かく、一人一人に目を合わせて話しかけ、平泳ぎの泳法を指導し

てくださり、子どもたちも嬉しそうな様子でした。。

・コロナ渦ということもあり、参加児童を５，６年生に限定して

行いました。すてきなご講演でしたので、全校の児童と先生を参

加させることができず、残念に思いました。

＜コース＞

A クラブチーム選手及びスタッフ指導者派遣

B オリンピアン・パラリンピアン等講演会及び交流会



７ 県教委への

要望や意見

・今回担当として初めて本事業に申し込ませていただきました。

保険や謝金のことで分からないことを教えていただき、ありがと

うございました。

８ 事後アンケ

ート

以下の問いについて該当するものに〇

（１）児童生徒のスポーツへの興味・関心が高まったと感じる

大いに感じる ・ 感じる ・ あまり感じない ・全く感じない

（２）児童生徒の体力が高まったと感じる

大いに感じる ・ 感じる ・ あまり感じない ・全く感じない

（３）来年度もこの事業を活用したいと感じる

大いに感じる ・ 感じる ・ あまり感じない ・全く感じない


